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９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
や
人
事
案
件
、
平
成
26
年
度
各
会
計
の
決

算
等
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

特
に
平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
し
て
審
査
を
行
い
特
別
委
員
会
と
し
て

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

決算を認定決算を認定決算を認定

歳　入
207億
5,783万円

自主財源　　
24億3,123万
3千円
（11.8％）依存財源

183億2,659万7千円
（88.2％）

町税　11億4,463万6千円（5.5％）

財産収入　1,440万6千円（0.1％）

使用料及び手数料
7,947万3千円（0.4％）

繰越金　4億1,016万8千円（2.0％）

分担金及び負担金
6,895万5千円（0.3％）

地方交付税
38億1,232万8千円
（18.4％）

県支出金
126億2,405万9千円（60.8％）

地方譲与税　9,094万7千円（0.4％）

国庫支出金
10億6,141万4千円
（5.1％）

地方消費税交付金
1億6,427万2千円（0.8％）

自動車取得税交付金　1,224万3千円（0.1％）

配当割交付金　　　　　　640万4千円
株式等譲渡所得割交付金　335万1千円
利子割交付金　　　　　　236万8千円
地方特例交付金　　　　　232万4千円
交通安全対策特別交付金　173万5千円

繰入金　4億6,075万8千円（2.2％）

諸収入　2億3,927万2千円（1.2％）

寄附金　1,356万5千円（0.1％）

町債
5億4,515万2千円（2.6％）

投資的
経費

人件費
11億2,723万7千円
（5.8％）

扶助費
6億7,108万8千円（3.5％）

普通建設事業費
19億8,027万2千円
（10.2％）
災害復旧事業費
4,071万7千円
（0.2％）

物件費
130億182万円（67.1％）

繰出金
10億5,242万4千円
（5.5％）

補助費等
8億1,042万6千円（4.2％）

維持補修費　5,196万円（0.3％）
投資・出資金　490万円
積立金 　4,490万9千円（0.2％）

193億
6,796万4千円

義務的
経費

150億
3,643万
9千円
（77.7％）

その他の
経費

歳　出

公債費
5億1,221万1千円（2.6％）

貸付金　7,000万円（0.4％）

20億2,098万9千円
（10.4％）

23億1,053万6千円
（11.9％）

　

ま
た
、一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
、当
初
、決
算
付
属
資
料
「
成

果
の
概
要
」
に
平
成
26
年
度
に
町
を
揺
る
が
し
た
商
工
会
補
助
金

不
正
受
給
問
題
に
つ
い
て
の
記
載
が
一
切
な
く
、
町
当
局
か
ら
二

度
の
訂
正
申
し
出
が
あ
り
、
３
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
９
人
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
当

局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
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県
の
緊
急
雇
用
事
業

は
町
が
県
に
申
請
し
な
か
っ

た
。
財
務
規
則
上
に
な
い
事

を
支
出
し
て
良
い
の
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）

　
　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

(

古
川
町
長)

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

町
民
税
等
は
徴
収
率

が
上
が
っ
た
が
、
国
保
税
は

下
が
っ
た
の
は
何
故
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

理
由
に
つ
い
て
分
析
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
町
民
税
務
課
長
）

●
奨
学
資
金
特
別
会
計

　
　
　

償
還
未
収
入
額
75
万

５
千
円
と
前
年
度
よ
り
増
加

し
た
理
由
は
何
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

就
職
先
等
が
決
ま
ら
ず

に
返
還
が
滞
っ
て
お
る
者
が

お
り
、
現
在
相
談
中
で
あ
り

ま
す
。　
　
　
（
教
育
次
長
）

　
　

大
変
重
要
な
内
容
で
あ

っ
た
が
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
決
し

て
隠
ぺ
い
を
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
認
識

が
不
足
し
て
お
り
ま
し
た
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

成
果
の
概
要
の
総
括

冒
頭
に
記
載
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
再
度
訂
正
す
べ
き
で

あ
る
。　
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

訂
正
し
決
算
特
別
委
員

会
に
修
正
し
配
布
し
た
い
。

（
企
画
財
政
課
長
）

※
翌
８
日
に
再
度
質
疑
を
行

　

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
再
訂
正
後
）

　
　
　

商
工
会
へ
の
中
小
企

業
復
旧
復
興
支
援
事
業
委
託

料
を
４
月
１
日
に
遡
っ
て
契

約
で
き
る
根
拠
は
何
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

財
務
規
則
上
は
不
適
切

で
す
が
、
４
月
１
日
に
商
工

会
で
は
雇
用
し
て
い
た
。
や

む
を
得
ず
支
出
し
ま
し
た
。

（
企
画
財
政
課
長
）

●
一
般
会
計

　
　
　

町
長
提
案
要
旨
、
成

果
の
概
要
に
も
商
工
会
補
助

金
不
正
受
給
に
関
す
る
説
明

が
一
切
な
い
何
故
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

抜
け
て
し
ま
っ
た
。
成

果
の
概
要
に
追
加
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
（
古
川
町
長
）

　
　

決
算
付
属
資
料
に
追
加

し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

の
前
に
修
正
し
配
布
し
た
い
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　
　
　

何
が
提
案
さ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
質

疑
を
打
ち
切
り
７
日
に
再
度

質
疑
を
再
開
す
れ
ば
良
い
の

で
は
。　
（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

※
７
日
に
再
度
質
疑
を
行
う

　

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
訂
正
後
）

　
　
　

商
工
会
補
助
金
不
正

受
給
に
関
す
る
こ
と
が
議
会

か
ら
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
記

載
し
な
か
っ
た
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

3

●
工
業
団
地
特
別
会
計

　
　
　

一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
の
根
拠
を
示
し
て
下
さ
い
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

中
山
工
業
団
地
の
ア
サ

ヒ
通
信
か
ら
の
賃
借
料
か
ら

除
草
費
等
を
引
い
た
残
り
の

金
額
を
一
般
会
計
に
繰
り
出

し
て
お
り
ま
す
。（産

業
課
長
）

●
大
綱
木
財
産
区
特
別
会
計

　
　
　

大
綱
木
財
産
区
は
近

年
予
算
は
つ
く
が
何
も
や
ら

な
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
が

今
後
の
見
通
し
は
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

資
金
が
不
足
し
て
い
る

の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
財

産
区
管
理
会
と
一
度
は
解
散

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

公
社
造
林
が
東
電
賠
償
の
対

象
に
入
っ
た
の
で
、
そ
の
推

移
を
み
て
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

　

斎
藤
庸
夫
代
表
監
査
委
員

よ
り
、
決
算
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
平
成
26
年
度
の
各
会

計
決
算
に
つ
い
て
は
適
正
に

処
理
さ
れ
て
お
り
、
財
政
及

び
経
営
の
健
全
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

決
算
の
質
疑

議
事
進
行

質
問

質
問

答答

答

平成26年度各会計各会計各会計

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答答答

答答

答

監
査
委
員
報
告

９
月
定
例
会
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●
一
般
会
計

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か

ら
23
の
指
摘
事
項
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
中
に
は
看
過

で
き
な
事
項
が
①
緊
急
雇
用

の
町
費
持
ち
出
し
、
②
復
興

発
電
会
社
の
位
置
づ
け
、
③

二
世
帯
居
住
施
設
の
光
熱
費

負
担
、
④
商
工
会
補
助
金
不

正
受
給
の
問
題
、
以
上
４
点

あ
り
ま
す
の
で
私
は
平
成
26

年
度
一
般
会
計
決
算
を
不
認

定
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
し
た
議
員

高
橋
真
一
郎　

高
橋　

道
也

斎
藤　

博
美　

菅
野
意
美
子

新
関　

善
三　

菅
野　

正
彦

五
十
嵐
謙
吉　

高
野
善
兵
衛

石
河　
　

清　

遠
藤　

宗
弘

以
上
10
人

反
対
し
た
議
員

村
上　

源
吉　

高
橋　

道
弘

鴫
原　

利
光　

菅
野　

清
一

佐
藤
喜
三
郎　
　

以
上
５
人

●
山
木
屋
財
産
区
特
別
会
計

　
　
　

財
産
区
保
有
の
森
林

は
東
電
賠
償
の
対
象
に
な
る

の
か
。　
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

避
難
区
域
と
そ
れ
以
外

の
森
林
で
は
賠
償
に
差
が
あ

る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

　
　
　

山
木
屋
財
産
区
以
外

は
森
林
火
災
保
険
に
入
ら
な

い
の
か
。（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

現
在
は
山
木
屋
と
飯
坂

財
産
区
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

他
の
財
産
区
に
つ
い
て
は
管

理
会
と
財
源
も
含
め
検
討
し

て
い
き
ま
す
。（
総
務
課
長
）

●
水
道
事
業
会
計

　
　
　

そ
の
他
の
特
別
損
失

の
内
訳
は
。（高

橋
道
弘
議
員
）

　
　

賞
与
引
当
金
、
法
定
福

利
費
引
当
金
、
貸
倒
引
当
金

で
す
。　
（
建
設
水
道
課
長
）

質
問

質
問

質
問

答答 答

4

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改

　

正

　
　
　

審
査
会
の
開
始
日
程

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が

予
算
措
置
の
必
要
は
な
い
の

か
。　
　
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

当
初
予
算
に
計
上
し
て

お
り
ま
す
。　
（
総
務
課
長
）

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
い
ら
な
い
人
は
町
に
返

却
で
き
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

カ
ー
ド
を
作
ら
な
い
人

は
通
知
を
保
存
し
て
お
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。（総

務
課
長
）

　
　
　

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー

等
被
害
防
止
の
た
め
の
受
付

は
ど
う
な
っ
て
ま
す
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）

　
　

現
在
申
請
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

条
例
の
改
正

質
問

質
問

質
問

答答答

歳　　　　入

17億4,901万9千円

1,965万3千円

17億9,683万6千円

1億6,623万6千円

1,049万1千円

3,072万6千円

3億355万7千円

492万円

837万2千円

22万3千円

125万1千円

15万円

事 業 収 益

2億7,692万3千円

歳　　　　出

16億5,016万2千円

1,965万3千円

17億3,026万6千円

1億6,540万5千円

852万3千円

3,072万6千円

3億355万7千円

11万6千円

23万3千円

8万3千円

8万4千円

8万9千円

事 業 費 用

2億2,397万3千円

収　　　　支

9,885万7千円

0円

6,657万円

83万1千円

196万8千円

0円

0円

480万4千円

813万9千円

14万円

116万7千円

6万１千円

経 常 利 益

5,295万円

名　　　　　　　　称

国民健康保険特別会計（事 業 勘 定）

国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

奨 学 資 金 特 別 会 計

工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

小 島 財 産 区 特 別 会 計

飯 坂 財 産 区 特 別 会 計

大 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

小 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

山 木 屋 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

特 別 会 計 等 の 決 算 額

反
対 決

算
の
討
論

採
決
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５
年
間
の
統
廃
合
案
に

は
入
っ
て
お
り
ま
す
。

（
神
田
教
育
長
）

　
　
　

園
舎
等
施
設
改
修
工

事
は
３
歳
児
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
工
事
と
い
う
が
３
歳

児
保
育
は
必
要
な
の
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）

　
　

教
育
委
員
会
で
は
子
ど

も
子
育
て
計
画
に
よ
り
、
ま

た
保
護
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
神
田
教
育
長
）

　
　
　

町
が
企
業
誘
致
や
若

者
定
住
対
策
を
推
進
し
て
い

る
中
、
南
幼
稚
園
の
廃
園
計

5

　
　

50
ｍ
掘
削
で
１
箇
所
３

５
４
万
２
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

　
　
　

計
画
的
に
幼
稚
園
を

運
営
し
て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
也
議
員
）

　
　

計
画
は
出
来
て
い
る
が
、

現
在
、
町
機
構
改
革
策
定
中

の
た
め
公
表
で
き
る
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
神
田
教
育
長
）

　
　
　

28
年
度
末
で
南
幼
稚

園
が
廃
止
に
な
る
の
は
決
定

事
項
で
す
か
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

●
一
般
会
計

　
　
　

震
災
復
興
特
別
交
付

税
は
何
の
事
業
の
財
源
に
な

り
ま
す
か
。（高

橋
道
弘
議
員
）

　
　

た
め
池
放
射
性
物
質
対

策
業
務
委
託
料
に
な
り
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

井
戸
掘
削
工
事
は
１

本
あ
た
り
３
０
０
万
円
も
か

か
る
の
か
。（遠

藤
宗
弘
議
員
）

●
町
営
住
宅
条
例
の
改
正

　
　
　

災
害
復
興
住
宅
の
募

集
は
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

本
条
例
改
正
可
決
後
速

や
か
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

入
居
は
い
つ
か
ら
に

な
り
ま
す
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

平
成
28
年
６
月
完
成
、

８
月
入
居
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。　
（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

家
賃
の
補
助
は
あ
る

の
か
。　
（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

国
の
家
賃
低
減
化
事
業

を
利
用
し
て
家
賃
の
低
減
化

に
努
め
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

予
算
の
補
正

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答

答

答答

答

答答

●園舎等施設改修工事費
７６１万１千円

●川俣南小学校体育館解体設計業務委託料
１５３万４千円

●道路新設改良費
　（鶴東・鉄炮町線、町道中島・諏訪線）

６,３７６万円

●個人番号カード交付事業費
５６３万１千円

●ため池放射性物質対策費
８,５７９万５千円

●井戸掘削工事費
４億７,８８８万８千円

●除染対策事業費
４３億５,２８０万８千円

補正予算の主な内容

●
個
人
情
報
保
護
審
査
委
員

　

会
委
員

　

次
の
方
の
再
任
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
の

２
年
間
で
す
。

●
澤
田
由
紀
子
氏

　
　
　
　
　

字
鉄
炮
町

●
佐
野　

孝
治
氏

福
島
市
松
波
町

●
佐
藤　

初
美
氏

　
　
　
　
　

福
島
市
中
町

●
菅
野　

幸
子
氏

大
綱
木
字
折
橋

●
佐
藤　

尚
子
氏

小
神
字
田
代
内

●
教
育
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
再
任
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
平
成
27
年
12
月
20
日
か
ら

平
成
31
年
12
月
19
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

●
後
藤
由
美
子
氏

　
　
　
　
　

字
五
百
田

　

議
員
定
数
の
削
減
等
に
伴

い
、
議
会
の
組
織
構
成
が
次

期
任
期
（
平
成
27
年
11
月
20

日
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
３
つ
あ
っ
た
常
任

委
員
会
が
「
総
務
産
業
常
任

委
員
会
」
と
「
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
」
の
２
つ
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
と
し

て
３
月
と
９
月
に
設
置
し
て

い
た
、
予
算
委
員
会
と
決
算

委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委

員
会
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
は
「
広
報
編
集
常

任
委
員
会
」
と
な
り
ま
す
。

人
事
案
件

委
員
会
条
例
の
改
正

画
は
施
策
に
逆
行
す
る
の
で

は
な
い
か
。（菅

野
正
彦
議
員
）

　
　

原
発
事
故
以
降
町
の
出

生
数
が
下
が
っ
た
。
効
率
的

な
運
営
を
考
え
れ
ば
町
内
５

園
あ
る
の
は
財
政
的
に
も
問

題
が
生
じ
る
。
今
後
、
総
務

文
教
委
員
会
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。　
（
神
田
教
育
長
）

答
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平
成
26
年
度
川
俣
町
各
会

計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

全
議
員
が
、
住
民
に
対
し

決
算
に
つ
い
て
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
に
、
所
属
常
任

委
員
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

広
範
に
理
解
を
深
め
、
町
政

の
課
題
に
対
応
し
た
決
算
の

検
証
と
政
策
提
言
を
実
現
す

べ
く
設
置
し
た
。

　

14
名

（
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員
）

●
委
員
長　
　

遠
藤　

宗
弘

●
副
委
員
長　

菅
野　

正
彦

　

平
成
26
年
度
川
俣
町
各
会

計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審

査
報
告

　

平
成
26
年
度
川
俣
町
各
会

計
決
算
13
件
に
つ
き
、
９
月

10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
８
日

間
各
課
単
位
に
審
査
を
行
っ

月日（曜）

9月10日㈭

9月11日㈮

9月12日㈯

9月13日㈰

9月14日㈪

9月15日㈫

9月16日㈬

9月17日㈭

時　　　間

10：06～14：28

10：00～14：58

10：00～14：25

10：00～15：28

10：00～14：59

10：00～12：02

審　　　査　　　課　　　等

企画財政課

原子力災害対策課、会計室、議会事務局

休会

休会

企画財政課、産業課、町民税務課

企画財政課、保健福祉課、建設水道課

こども教育課、生涯学習課、総務課、選挙管理委員会

総括、討論、採決

日数

１

2

3

4

5

6

7

8

平成26年度川俣町各会計決算審査特別委員会審査日程表 た
。
そ
の
結
果
、
各
課
に
対

す
る
意
見
、
要
望
、
指
摘
事

項
等
、
主
な
審
査
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

平成26年度
川俣町各会計決算審査
特別委員会審査報告
川俣町各会計決算審査
特別委員会審査報告

名目構審
称的成査

結
果

決算審査特別委員会の様子
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①　

臨
時
職
員
等
の
賃
金
体

系
（
社
会
保
険
の
有
無
）

に
つ
い
て
は
、
各
課
に

よ
っ
て
差
が
あ
る
の
で
総

合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

特
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
業
務
委
託

に
つ
い
て
は
業
務
内
容
に

あ
っ
た
雇
用
形
態
に
改
善

す
る
こ
と
。

②　

自
治
会
は
行
政
の
下
部

組
織
で
は
な
い
の
で
多
く

の
業
務
を
依
頼
す
る
こ

と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
未
加
入
、
休
止
、

脱
退
等
の
問
題
が
発
生
し

て
い
る
の
で
、
組
織
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

③　

交
通
安
全
母
の
会
へ
の

補
助
金
支
出
に
つ
い
て
、

町
直
接
と
交
通
対
策
協
議

会
を
経
由
し
て
の
間
接
補

助
が
あ
る
が
後
者
の
方
法

は
好
ま
し
く
な
い
の
で
改

善
す
べ
き
で
あ
る
。

①　

成
果
の
概
要
に
当
初
、

平
成
26
年
度
に
町
を
揺
る

が
す
刑
事
・
民
事
事
件
に

も
発
展
し
た
、
商
工
会
補

助
金
不
正
受
給
問
題
の
記

載
が
一
切
な
か
っ
た
。

②　

指
導
的
立
場
に
あ
る
企

画
財
政
課
の
契
約
発
議
書

に
決
裁
日
等
の
未
記
入
が

多
か
っ
た
の
で
記
載
す
べ

き
で
あ
る
。

③　

復
興
発
電
合
同
会
社
の

増
資
に
つ
い
て
は
、
選
定

に
疑
義
が
生
じ
、
公
募
の

際
、
復
興
事
業
を
実
施
し

て
い
る
町
内
の
業
者
が
排

除
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
で

は
町
が
１
０
０
％
出
資
し

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

審
査
の
過
程
が
議
会
に
公

開
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
会

社
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

も
民
間
会
社
か
第
三
セ
ク

タ
ー
か
早
急
に
解
決
す
べ

き
で
あ
る
。

①　

町
内
帰
還
を
考
え
て
い

る
避
難
者
へ
の
具
体
的
な

対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
。

②　

自
家
用
野
菜
の
放
射
能

測
定
検
査
は
効
率
的
に
行

う
た
め
１
箇
所
に
集
約
す

べ
き
で
あ
る
。

③　

井
戸
掘
削
工
事
に
つ
い

て
発
注
方
法
の
検
討
含
め
、

早
期
に
着
工
す
る
こ
と
。

①　

資
金
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
高
利
回
り
の
国
債
購

入
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

特
に
な
し
。

①　

成
果
の
概
要
に
は
検
査

の
結
果
も
記
入
す
る
こ
と

（
避
難
区
域
浄
化
槽
点
検

事
業
）。

①　

簡
易
水
道
使
用
料
の
滞

納
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公

平
性
か
ら
も
解
消
に
努
め

る
こ
と
。

①　

中
小
企
業
復
旧
復
興
支

援
事
業
委
託
料
の
支
出
に

つ
い
て
は
、
事
務
の
遅
延

に
よ
り
、
県
緊
急
雇
用
創

出
基
金
事
業
で
支
出
す
べ

き
経
費
が
町
費
の
持
ち
出

し
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
支
出
に
つ
い
て
も
６
か

月
以
上
遡
及
し
て
お
り
不

適
切
で
あ
る
。

②　

農
振
会
活
動
推
進
費
報

償
金
に
つ
い
て
８
の
地
区

協
議
会
に
支
払
っ
て
い
る

が
、
農
振
会
会
長
に
直
接

支
払
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③　

二
地
域
居
住
飯
坂
体
験

施
設
の
光
熱
費
は
、
他
の

避
難
者
と
の
公
平
性
か
ら

居
住
者
に
負
担
さ
せ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

④　

㈱
ま
ち
づ
く
り
川
俣
の

運
営
の
あ
り
方
、
支
援
策

等
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

①　

成
果
の
概
要
に
記
載
さ

れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

は
説
明
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

②　

病
院
群
輪
番
制
に
つ
い

て
は
福
島
市
を
含
め
そ
の

体
制
を
関
係
自
治
体
と
協

議
す
る
こ
と
。

③　

災
害
発
生
時
の
民
生
委

員
の
協
力
体
制
を
早
期
に

構
築
す
る
こ
と
。

④　

障
害
者
福
祉
事
業
に
つ

い
て
は
実
績
を
踏
ま
え
、

制
度
の
周
知
方
法
を
検
討

し
利
用
の
促
進
を
図
る
こ

と
。

　

特
に
な
し
。

①　

子
ど
も
の
屋
内
運
動
場

の
運
用
に
つ
い
て
は
、
他

事
業
の
実
施
等
、
利
用
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
。

総　

務　

課

総　

務　

課

企
画
財
政
課

企
画
財
政
課

産　

業　

課

産　

業　

課

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

町
民
税
務
課

町
民
税
務
課

建
設
水
道
課

建
設
水
道
課

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

会　

計　

室

会　

計　

室

こ
ど
も
教
育
課

こ
ど
も
教
育
課

原
子
力
災
害
対
策
課

原
子
力
災
害
対
策
課

　

平
成
26
年
度
の
各
会
計

の
決
算
に
お
い
て
は
、
災

害
か
ら
の
復
旧
復
興
関
連

事
業
に
取
り
組
ん
だ
が
、

予
算
化
し
た
事
業
が
執
行

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
繰
り

越
し
が
目
立
っ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
成
果

の
概
要
に
記
載
す
べ
き
商

工
会
等
の
返
還
金
が
ま
っ

た
く
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

町
の
体
制
及
び
認
識
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

成
果
の
概
要
の
作
成
に

お
い
て
は
、
単
な
る
事
務

結
果
の
報
告
の
み
な
ら
ず
、

し
っ
か
り
分
析
の
上
、
今

後
の
事
業
遂
行
に
役
立
て

る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
課
に
よ
っ
て
は
、

決
算
審
査
を
受
け
る
体

制
が
全
く
整
っ
て
お
ら
ず

回
答
に
時
間
を
費
や
す
事

態
が
生
じ
た
。
審
査
に
あ

た
っ
て
提
案
者
と
し
て
事

業
の
内
容
を
熟
知
し
て
臨

む
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
各
会
計
の

決
算
は
認
定
す
る
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し
た
。

ま
と
め

②　

成
人
式
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
成
人
者
の
愛
町
心

を
高
め
る
よ
う
、
予
算
を

含
め
再
検
討
す
る
こ
と
。

③　

原
発
事
故
後
、
農
村
広

場
が
仮
設
住
宅
用
地
と

な
っ
た
た
め
、
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
不
足
し
て
い
る
の
で

そ
の
確
保
策
を
検
討
す
る

こ
と
。
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9月10日関東・東北水害に対する
要望書

　９月10日から11日にかけての集中豪雨は、当町の宅地、
取り付け道路、農地、農業用施設等に土砂災害を中心に多
くの被害が発生し、住民生活に大きな影響を及ぼした。
　また、平成23年３月の東日本大震災、平成24年４月の
暴風、平成26年２月の豪雪と、当町は度重なる被害を受
けて、住民は大変な経済的負担を強いられている。
　少子高齢化が進むなか、当町においては一人暮らし、年
金暮らしが多く、災害復旧に向けて各自鋭意努力している
ところであるが、復旧を迅速に行うため下記事項について
要望する。

記
⑴　川俣町宅地関連災害復旧補助事業及び農地、農業用施
設災害復旧補助事業の補助率を２/３、補助金上限額を
50万にそれぞれ引き上げること。
⑵　国、県へ激甚災害の指定を受けるように強く要望する
　こと。
⑶　宅地関連においては、除染作業による竹林の伐採、表
土剥ぎ取りのため被害が拡大したのは明らかであるので、
環境省へ財政支援を要望すること。
　　平成27年９月18日
　　　　川俣町長　古 川 道 郎 様

福島県伊達郡川俣町議会
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受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

5 厚 生
常任委員会

外国人の扶養控除制度の見直しを求
める意見書の採択を求める陳情

福岡県行橋市今井3713-1
小坪　慎也 不採択

3 産 業 建 設
常任委員会

鶴沢字東・柿ノ窪地内の農
道の整備等に関する請願書

川俣町大字鶴沢字古堺田42-2
代表　菅野　富雄　ほか９名

鴫原　利光
高橋　道弘

継続
審査

4 産 業 建 設
常任委員会

町道新関前・細越線延長部
分の町道認定と改良に関す
る請願書

川俣町大字小島字細越8
代表　佐藤　　潔　ほか４名

新関　善三
高橋真一郎 採択

5 産 業 建 設
常任委員会

八羽内・鍛治内排水路土側
溝改良請願書

川俣町大字鶴沢字鍛治内41-6
代表　松本　幸雄　ほか14名

高野善兵衛
高橋　道也
鴫原　利光

採択

6 産 業 建 設
常任委員会

古内地区公衆用道路の町道
認定と改良に関する請願書

川俣町大字小島字古内15
代表　高木　伸一　ほか７名

新関　善三
高橋真一郎 採択

9月定例会請願審査結果

9月定例会陳情審査結果

９月定例会における議員提案は４件で、それぞれ関係機関に意見書、要望書を送付しました。

●平成27年９月関東・東北水害に係る財政支援を求める意見書
提出先　内閣総理大臣、環境大臣、復興大臣

●平成27年９月関東・東北水害に対する激甚災害指定を求める意見書　提出先　福島県知事

平成27年9月関東・東北水害に対する
激甚災害指定を求める意見書

　平成27年９月10日から11日にかけての集中豪雨は住民生活
に甚大な被害をもたらした。
　今もなお、多くの被災者の方々は、二次災害や今後の生活等
に多くの不安を抱えながら生活をしている。
　当町の被害は、９月17日現在、住宅関連305件、町道86件、
河川10件、農地・農業施設等187件の総数588件の被害状況で
ある。
　当町においても、災害復旧に向けて全力で取り組んでいると
ころであるが、この甚大な被害に対応することは、町の自主財
源のみでは困難であり、国の財政支援が不可欠である。
　よって、今回の関東・東北水害に対する被害について激甚災
害に指定することを強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　平成27年９月18日

衆議院議長　大 島 理 森 様
参議院議長　山 崎 正 昭 様
内閣総理大臣　安 倍 晋 三 様
財 務 大 臣　麻 生 太 郎 様
総 務 大 臣　高 市 早 苗 様
農林水産大臣　林 　 芳 正 様
国土交通大臣　太 田 昭 宏 様

福島県伊達郡川俣町議会
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第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

第87号

第88号

第89号

第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

第95号

第96号

第97号

川俣町個人情報保護条例の一部を改正する条例

川俣町手数料条例の一部を改正する条例

川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例

川俣町町営住宅管理条例の一部を改正する条例

町道路線の認定について

平成26年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度川俣町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

平成27年度川俣町一般会計補正予算（第４号）

平成27年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成27年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成27年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成27年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

川俣町小島財産区管理会委員の選任について

川俣町飯坂財産区管理会委員の選任について

川俣町大綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町小綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町山木屋財産区管理会委員の選任について

川俣町個人情報保護審査会委員の任命について

教育委員会委員の任命について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

認定（賛成10、反対5）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　　名 審　議　結　果

9 月 定 例 会 審 議 結 果（平成27年9月3日～18日）


